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1.  平成22年3月期第3四半期の業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

 (注）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 8,148 △2.3 432 ― 200 ―
21年3月期第3四半期 8,341 ― △146 ― △94 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 7.36 ―
21年3月期第3四半期 △3.46 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 457,167 18,255 3.9 672.22
21年3月期 418,516 16,806 4.0 618.72

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  18,255百万円 21年3月期  16,806百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
22年3月期 ― 2.50 ―
22年3月期 

（予想）
2.50 5.00

3.  平成22年3月期の業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,600 △7.1 400 19.7 200 16.9 7.36
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

 〔（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧ください。〕 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 27,371,605株 21年3月期  27,371,605株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  214,155株 21年3月期  208,950株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年3月期第3四半期 27,159,734株 21年3月期第3四半期 27,226,845株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基 
 づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。  
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【定性的情報・財務諸表等】

１．経営成績に関する定性的情報

　当第３四半期の経営成績につきましては、経常収益は、資金運用収益の減少を主因に前年同期比１億９３百

万円減少し８１億４８百万円となりました。

　一方、経常費用は、資金調達費用やその他経常費用の減少等を主因に前年同期比７億７２百万円減少し７７

億１５百万円となりました。

　その結果、経常利益は前年同期比５億７８百万円増加の４億３２百万円となり、四半期純利益につきましても、

前年同期比２億９４百万円増加の２億円となりました。

２．財政状態に関する定性的情報

（主要勘定の状況）

　当第３四半期末の主要勘定残高につきましては、預金及び譲渡性預金は、前事業年度末比３５０億１百万円

増加の４，３０６億７６百万円となりました。貸出金につきましても、前事業年度末比２３億７１百万円増加の３，２６

０億５８百万円となりました。有価証券につきましては、前事業年度末比２１１億２２百万円増加の８１１億９０百万

円となりました。

（資産、負債および純資産の状況）

　資産につきましては、有価証券やコールローン等の増加により、前事業年度末比３８６億５１百万円増加の４，

５７１億６７百万円となりました。

　負債につきましては、預金及び譲渡性預金等の増加により前事業年度末比３７２億１百万円増加の４，３８９億

１１百万円となりました。

　純資産につきましては、その他有価証券評価差額金の増加等により前事業年度末比１４億４９百万円増加の

１８２億５５百万円となりました。

３．業績予想に関する定性的情報

　平成２２年３月期通期の業績予想につきましては、平成２１年１１月１３日公表の数値から変更はありません。

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　①減価償却の算定方法

 　 定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により 

 算定しております。

　②貸倒引当金の計上方法

 　 「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てている債権等

以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、中間会計期間末の予想損失率をもとに合理的に見直した

後の予想損失率を適用して計上しております。
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　③税金費用の計算

 　 法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、 納付税額の算出に係る加減算

 項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。

　④繰延税金資産の回収可能性の判断

 　 繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、一時差異の発生状況について中間会計期間末から大

 幅な変動がないと認められるため、当該中間会計期間末の検討において使用した将来の業績予測及びタック

 ス・プランニングの結果を適用しております。

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　該当事項はありません。
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5.【四半期財務諸表】 
(1)【四半期貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 21,713 21,202

コールローン 15,400 －

買入金銭債権 2 1

商品有価証券 58 92

有価証券 81,190 60,068

貸出金 326,058 323,687

外国為替 144 101

その他資産 1,062 1,061

有形固定資産 13,382 13,106

無形固定資産 108 116

繰延税金資産 3,240 4,312

支払承諾見返 317 371

貸倒引当金 △5,511 △5,607

資産の部合計 457,167 418,516

負債の部   

預金 427,253 392,525

譲渡性預金 3,422 3,150

借用金 2,600 －

その他負債 2,307 2,465

退職給付引当金 28 251

役員退職慰労引当金 205 171

睡眠預金払戻損失引当金 122 122

再評価に係る繰延税金負債 2,653 2,653

支払承諾 317 371

負債の部合計 438,911 401,710

純資産の部   

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 1,203 1,203

利益剰余金 12,076 12,011

自己株式 △97 △95

株主資本合計 15,682 15,620

その他有価証券評価差額金 △1,299 △2,687

土地再評価差額金 3,872 3,872

評価・換算差額等合計 2,573 1,185

純資産の部合計 18,255 16,806

負債及び純資産の部合計 457,167 418,516

㈱福岡中央銀行（8540）平成22年3月期 第3四半期決算短信（非連結）

－5－



(2)【四半期損益計算書】 
【第３四半期累計期間】 

(単位：百万円)

前第３四半期累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

経常収益 8,341 8,148

資金運用収益 7,452 7,107

（うち貸出金利息） 6,331 6,209

（うち有価証券利息配当金） 1,058 883

役務取引等収益 514 541

その他業務収益 155 209

その他経常収益 217 289

経常費用 8,487 7,715

資金調達費用 1,113 943

（うち預金利息） 1,100 934

役務取引等費用 577 550

営業経費 4,935 4,924

その他経常費用 1,860 1,297

経常利益又は経常損失（△） △146 432

特別損失 38 42

固定資産処分損 10 20

減損損失 27 22

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △184 389

法人税、住民税及び事業税 12 59

法人税等調整額 △102 130

法人税等合計 △90 189

四半期純利益又は四半期純損失（△） △94 200
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（３）継続企業の前提に関する注記

　該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　該当事項はありません。
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１．損益の概況

(単位：百万円）　

　業務粗利益 6,364 △ 67 6,431

　資金利益 6,164 △ 174 6,338

　役務取引等利益 △ 8 54 △ 62

　その他業務利益 209 54 155

　経費（除く臨時処理分） 4,771 △ 100 4,871

　人件費 2,710 △ 188 2,898

　物件費 1,803 84 1,719

　税金 257 4 253

　業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 【1,848】 1,593 34 1,559

　除く国債等債券損益 1,388 △ 19 1,407

　一般貸倒引当金繰入額 【△ 102】 △ 94 △ 886 792

　業務純益 【1,950】 1,687 921 766

　 　うち国債等債券損益 205 53 152

　臨時損益 △ 1,255 △ 342 △ 913

　うち不良債権処理額 【1,176】 786 682 104

　うち株式等損益 △ 393 415 △ 808

　不良債権処理額(含む一般貸倒引当金繰入) 【1,073】 692 △ 205 897

　経常利益 【400】 432 578 △ 146

　特別損益 △ 42 △ 4 △ 38

　税引前四半期純利益 389 573 △ 184

　法人税、住民税及び事業税 59 47 12

　法人税等調整額 130 232 △ 102

　法人税等合計 189 279 △ 90

　四半期純利益 【200】 200 294 △ 94

（注）平成２２年３月期の予想値は、平成２１年１１月１３日に公表したものです。

平成22年3月期
の予想値 (9ヵ月間) (9ヵ月間)

平成２２年３月期　第３四半期決算説明資料

第3四半期 第3四半期

平成22年3月期 平成21年3月期

前年同期比
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」

平成２1年１２月末 平成２１年９月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,544 9,822

危険債権 4,199 4,577

要管理債権 1,926 1,909

合　計（A） 15,669 16,309

正常債権（B） 311,021 308,446

総与信額（C）＝（A)+(B) 326,691 324,755

不良債権比率（A)/（C) 4.79 5.02

（注）　上記の各四半期末の計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する

　　　 各債権のカテゴリーにより分類しております。

　　　 　また、同計数は、当行の定める自己査定基準に基づく四半期末時点の資産査定の結果による債務者区分を基

　　　 に集計しております。

　　　 　なお、当行は部分直接償却は実施しておりません。

　　　　※債務者区分との関係

　　　　　 破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）

　　　　　 危険債権（破綻懸念先の債権）

　　　　　 要管理債権（要注意先のうち、利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は貸出条件を緩和している債権）

 ※　平成２１年１２月末の金融再生法開示債権は、平成２１年９月末より６４０百万円減少し、１５，６６９百万円となって

 　おります。 また、総与信額に対する開示債権の比率は４．７９％となっております。

　　 　 

３．自己資本比率（国内基準）

（参考）

自己資本比率

Ｔｉｅｒ１比率

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。　

（単位：百万円、％） 　（参考） （単位：百万円、％）

８．９％程度

14,997

310,586

325,584

4.60

平成２1年９月末（実績）平成２２年３月末（予想値）

平成２０年１２月末

７．０％程度

8,008

６．９３％

4,748

2,240

８．８５％
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４．時価のある有価証券の評価差額

(単位：百万円) (参考)　 (単位：百万円)

時価

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

1,142 3,324 1,782 4,216 73,781 1,159 3,298

 株式 422 1,873 793 1,627 7,997 450 1,438

 債券 641 174 988 673 55,551 661 402

 その他 78 1,276 ― 1,916 10,232 48 1,458

（注） １．各四半期末の「評価差額」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額（償却原価法適用後、減損処理後）

　　と時価との差額を計上しております。（平成２１年９月末と同じベース）

２．「うち益」「うち損」はそれぞれ「評価差額」の内訳であります。

３．その他有価証券の株式等については（四半）期末月１ヵ月平均の市場価格等に、それ以外については

　　（四半）期末日の市場価格等に基づいて算出しております。

４．子会社・関連会社株式で時価のあるものは、該当ありません。

５．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位：百万円) (参考)　 (単位：百万円)

帳簿価額

うち益 うち損 うち益 うち損 うち益 うち損

― 430 ― 413 5,000 ― 452

５．デリバティブ取引

   　金利関連取引、通貨関連取引、株式関連取引、債券関連取引、商品関連取引、その他

　　　　該当ありません。

平成２１年１２月末 平成２０年１２月末 平成２１年９月末

2,999 △ 430

平成２１年１２月末 平成２０年１２月末 平成２１年９月末

△ 2,138

△ 987

満期保有目的の債券

含み損益 含み損益

△ 4525,000 △ 413

帳簿価額 帳簿価額 含み損益

△ 1,409

259

7,997

56,331

10,145

△ 834

315

△ 1,91610,444

△ 2,182

△ 1,451

466

△ 1,197

77,593

7,408

59,740

その他有価証券

評価差額時価 時価 評価差額評価差額

74,474 △ 2,434
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  ６． 預金・貸出金残高

（1） 預金(末残）

（単位：百万円） (参考）　(単位：百万円）

平成２１年１２月末 平成２０年１２月末 平成２１年９月末

 預金 430,676 415,204 410,825

うち個人預金 318,518 313,911 305,239

(注)　預金には譲渡性預金を含んでおります。

（2） 貸出金(末残）

（単位：百万円、％） (参考）　(単位：百万円、％）

平成２１年１２月末 平成２０年１２月末 平成２１年９月末

 貸出金 326,058 324,892 324,130

うち中小企業等貸出残高 298,027 288,540 295,111

     中小企業等貸出比率 91.40 88.81 91.04

うち個人ローン残高 53,947 53,599 54,020

     個人ローン比率 16.54 16.49 16.66

  ７． 個人預かり資産残高

（単位：百万円） (参考）　(単位：百万円）

平成２１年１２月末 平成２０年１２月末 平成２１年９月末

 個人預かり資産残高 21,964 16,748 20,933

 投資信託 3,873 2,936 3,577

 個人年金保険 8,743 5,892 8,257

 外貨預金 98 81 91

 公共債 9,249 7,839 9,007

以　  上　
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